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行
政
財
産
は
、
地
方
自
治
法
に
定
め
て
い
な

い
も
の
は
貸
付
け
・
交
換
・
売
り
払
い
・
譲
与

な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
民
間
が
市
の
土
地
に

介
護
老
人
福
祉
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
際
、
貸

借
契
約
書
締
結
前
に
行
政
財
産
か
ら
の
用
途
変

更
を
行
い
、
普
通
財
産
と
し
て
貸
し
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
６
年
度
の
自
治
法
改
正

に
よ
り
目
的
外
使
用
と
し
て
貸
付
け
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。 

２
０
１
８
年
１
月
現
在
、
庁
舎
な
ど
の
公
共

施
設
に
自
動
販
売
機
の
設
置
が
56
件
、
売
店
や

食
堂
な
ど
が
10
件
、
障
が
い
者
団
体
・
社
会
福

祉
協
議
会
・
う
ら
や
す
財
団
な
ど
へ
許
可
し
て

い
ま
す
。 

 

今
回
の
条
例
案
を
改
定
す
る
と
売
店
が
入
札

が
可
能
と
な
り
５
年
間
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
市
は
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
、
新

庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
自
動
販
売
機
１
件
は
入
札

に
よ
る
貸
付
け
方
式
で
５
年
間
の
許
可
を
採
用

し
て
い
ま
す
。 

   

市
が
整
備
し
て
指
定
管
理
者
に
て
運
営
さ
せ

て
い
る
34
施
設
の
保
育
園
や
福
祉
施
設
な
ど

の
中
で
、
14
施
設
を
民
営
化
す
る
方
針
を
昨
年

４
月
に
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
３
月
議

会
で
は
保
育
園
５
園
を
指
定
管
理
か
ら
民
間
が

設
置
・
運
営
す
る
「
公
私
連
携
型
に
移
行
」
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
２
０
１
５

年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
自
治
体
と
事
業
者
が

協
定
を
結
ん
だ
公
私
連
携
型
保
育
所
で
は
、
公

有
財
産
を
営
利
企
業
も
含
め
て
時
価
よ
り
安
く

事
業
者
へ
引
き
渡
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
し
く
み
を
使
っ
て
公
立
施
設
の
民

営
化
や
統
廃
合
が
促
進
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。 
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市
が
所
有
す
る
土
地
や
建
物
な
ど
の
「
公
有
財
産
」
は
、「
行
政
財
産
」
と
「
普

通
財
産
」
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
３
月
議
会
で
は
「
行
政
財
産
」
を
民
間
に

無
償
貸
付
又
は
、
時
価
よ
り
低
い
価
額
で
貸
付
で
き
る
と
す
る
条
例
の
改
定
案
が

あ
り
、
日
本
共
産
党
以
外
の
議
員
は
賛
成
し
た
た
め
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

2019 年３月 25 日 

第 1４９６号 

号 

こ
れ
ま
で
も
目
的
外
使
用

と
し
て
貸
付
可
能 

市政に挑戦！ 
日本共産党 
市雇用・若者 
相談室長 
 

 

保
育
園
５
園
に 

貸
与
・譲
渡
可
能
に
！ 

公用財産(市が直

接使用する財産)庁
舎・消防施設など

普通財産　行政財産以外の公有財産。『貸し付け・交換・
売り払い・譲与・出資の目的すること・信託すること（土
地）・私権を設定すること』ができる。市の行政に貢献さ
せるために管理処分する性質のものとされている。

市の財産

公共用財産(市民

が共同利用する財
産)学校・保育所・
図書館・公民館・公
営住宅・公園など

一部の場合を除き、原則『貸
し付け・交換・売り払い・譲
与・出資の目的すること・信
託すること・私権を設定する
こと』ができず、違反する行
為は無効となります(地方自
治法第238条の4)。⇒ 条例
で定める場合を除く(地方自
治法第96条の6）

公有
財産

物品

債権

基金

行政
財産
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浦
安
市
の
貸
付
型
の
奨
学
金
は
、
高
校

や
大
学
等
へ
入
学
・
修
学
を
希
望
し
て
も
経

済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
学
生
に

対
し
、学
資
を
貸
し
付
け
る
こ
と
で
修
学
を

容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
き
ま
し

た
。 貸

付
型
の
奨
学
金
を
廃
止
す
る
理
由
と

し
て
、市
と
し
て
返
済
の
い
ら
な
い
給
付
型

奨
学
金
を
創
設
し
て
い
る
こ
と
や
日
本
学

生
支
援
機
構
の
奨
学
金
や
教
育
支
援
資
金

を
利
用
す
る
と
良
い
な
ど
と
し
て
、
市
の
貸

付
型
は
役
割
を
終
え
た
と
し
て
い
ま
す
。 

※
日
本
学
生
支
援
機
構
＝
文
部
科
学
省
所

管
の
独
立
行
政
法
人
が
生
徒
・
学
生
等
を
支

援
す
る
た
め
に
奨
学
金
の
貸
与
を
実
施
。 

※
教
育
支
援
資
金
＝
社
会
福
祉
法
人
千
葉

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
低
所
得
世
帯
・
障
が

い
者
世
帯
・
高
齢
者
世
帯
に
自
立
と
安
定
を

目
的
に
資
金
の
貸
付
を
実
施
。 

   

市
の
貸
付
型
の
奨
学
金
は
無
利
子
で

す
。
私
立
大
に
進
学
す
る
場
合
、
市
の
貸
付

金
額
は
、
入
学
準
備
金
は
50
万
円
以
内
、
修

学
金
は
月
２
万
５
千
円
以
内
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

浦
安
市
は
貸
付
型
の
奨
学
金
は
「
役
割
を
終
え
た
」
と
し
て
、
来
年

３
月
末
日
で
廃
止
す
る
条
例
案
を
３
月
議
会
に
提
出
し
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
「
廃
止
で
は
な
く
存
続
を
」

と
求
め
ま
し
た
。 

市
は
他
制
度
と
併
用
で
き
な
い
理
由
と

し
て
、
「
修
学
上
必
要
な
学
費
と
し
て
お

り
、
将
来
の
返
済
等
も
考
慮
し
た
設
定
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
奨
学
金
制

度
と
の
併
用
で
の
利
用
は
で
き
な
い
」
と

し
て
き
ま
し
た
。 

今
回
、
日
本
学
生
支
援
機
構
や
修
学
資

金
貸
付
制
度
を
利
用
す
る
と
良
い
な
ど
と

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
ら
の

制
度
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
と
可
能
で

す
。
市
の
奨
学
資
金
貸
付
制
度
を
信
頼
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
学
生
へ
の
支
援
策
を

バ
ッ
サ
リ
と
切
り
捨
て
る
政
策
に
は
納
得

で
き
ま
せ
ん
。 

国
の
給
付
型
奨
学
金
は
、
消
費
税
増
税

分
を
財
源
と
し
て
お
り
、
対
象
も
学
生
約

３
５
０
万
人
の
１
割
程
度
で
し
か
な
い
状

況
で
す
。 

市
の
給
付
型
奨
学
金
の
充
実
と
共
に
貸

付
型
の
充
実
も
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

修学金(月額) 入学準備金

公立12,000円以内 100,000円以内

私立15,000円以内 200,000円以内

公立15,000円以内 150,000円以内

私立20,000円以内 400,000円以内

公立15,000円以内 150,000円以内

私立20,000円以内 400,000円以内

公立20,000円以内 200,000円以内

私立25,000円以内 500,000円以内

貸付型種類

高等学
校等

専修学
校等

短期大学

大学

こ
れ
ま
で
、
日
本
共

産
党
は
返
済
の
い
ら

な
い
給
付
型
奨
学
金

の
創
設
や
充
実
と
共

に
、
高
額
な
学
費
の
実

態
に
合
わ
せ
た
貸
付

型
の
入
学
準
備
金
や

月
々
支
給
さ
れ
る
修

学
金
の
増
額
と
他
制

度
を
併
用
し
て
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
改
善
を
求
め
て
き

ま
し
た
。 
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役
割
を
終
え
た
？
？ 

他
制
度
と
の
併
用
や
増
額

が
求
め
ら
れ
て
い
た 

廃
止
で
は
な
く
制
度
の

充
実
こ
そ
！ 

修学金
入学
準備金

修学金
入学
準備金

修学金
入学
準備金

高等学校等 1人 4人 0人 5人 0人 3人

大学等 26人 10人 31人 14人 39人 7人

計 27人 14人 31人 19人 39人 10人

合計

2017年度

41人 50人 49人

貸付型奨学金
の推移

2015年度 2016年度
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